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Rev1 地図標記補足-5のページを追加



スタート地区集合～記念撮影～競技説明

17:20に、大会役員の案内に従って、会場近傍スタート地区にお集ま
りください。

この時に、Eカードのアクティベートをしてください。

こんな写真(2019年事例)を撮影します。

その後、引き続き競技説明を実施します。



Ｅカード（バックアップラベルの装着）

参加者情報
のシール

参加者情報のシールが、ゴム紐側になるように
バックアップラベルを装着してください。



コントロール設置位置について

• 一部のコントロールについて、当日の状況（※）によって、以下
の対応を実施する場合があります。
※公園利用者への影響を最小限にする必要が生じた場合
※現況の変化で、リスクを低減させる必要がある場合

(1)本来の設置場所（円の中心）から少しずらすことによる対応
• 本来の設置場所にアプローチすれば、気づけるよう最大限配慮しま
す。

• この場合、事前のアナウンスはしません。

(2)当該コントロールの設置を取りやめること
• 競技説明時の最後にアナウンスします。
• 配布するコース図への反映（修正）は、しません



競技時間について

• 全クラスの競技時間経過後(18:20以降)、コントロールの撤収を
開始します。

• 競技時間経過後は、速やかにフィニッシュに向かってください。

• なお、フィニッシュ閉鎖（18:40）までにフィニッシュすれば、
失格にはなりませんが、競技時間超過が有利にならないよう超過
１分あたりの減点点数は、厳しく設定しています。



通行止の看板（MN,WNは対象外）

通行止めの案内看板がありますが、
当該箇所は通行可能です。
この先に通行止があることの事前
予告です。（この先の通行止は、
競技用地図に記載しています）



堤防への階段（MN,WNは対象外）

堤防に階段＋梯子で、堤防の上に
上ることができる箇所があります
が、危険ですので上がらないでく
ださい。



地図凡例



地図標記補足
給水所マークは、コントロール円との兼ね合いで
規定のものより小さく標記しています

渡河点は、川を渡る部分以外に、道路・鉄道の
アンダーパス部分等を明示しています。

立ち入り禁止区域の標記は、視認性の観点から、
ハッチの間隔を半分の標記にしている箇所があります。

視認性の観点で壁・石塁の●を半円にしている箇所が
あります。

視認性の観点で、柵のヒゲを短くしている箇所があり
ます。

また、民家などの敷地等、横断禁止であることが
自明な個所の柵標記を省略している箇所があります。



地図標記補足-2

右の写真のように、
石柱で囲まれている樹木「も」目立つ大きな木ま
たは目立つ木として標記しています。



地図標記補足-3
競技エリアの高速道路（阪神高速湾岸線）の高架道路部分は、橋脚も含め地図に記
載していません。



地図標記補足-4（MN,WNは対象外）

①

②

③

②

① ①

③

①←→②、②←→③の移動
は、右図記載のルートを参
考にしてください。
②←→③は、①←→②と②
←→③のルートを参考にし
てください。

赤点線部分は、車道の下を
通る歩道橋を通行します。
なお、車道は横断できませ
ん。



地図標記補足-4続き

a
b

aの方向に撮影した写真

bの方向に撮影した写真



地図標記補足-5
写真の特徴物を地図上では、 で記載しています。

またコントロール位置説明では、 目立つ特徴物と記載しています。

公式掲示板rev1で本ページ追加



立入禁止、横断禁止

上記の標記は、立入禁止または横断禁止です。

公園内でパープルハッチで示した立ち入り禁止区域は、一般の公園利用者の
方は通行可能ですが、競技中は、立入禁止です。（本大会許可条件の一つ）

今後も当地でオリエンテーリングを実施できるよう、競技中に絶対に立ち入
らないようお願いします。



競技中の給水について

競技エリア内に、給水所を２か所設ける予定です。な
お、コントロール円との兼ね合いで給水所マークを通
常よりも小さくしています。

公園各所に水栓があり活用できます。
競技用地図には、「その他目立つ水系特徴物」として、
記載しています。なお、競技中に全ての水栓から水が
でてくることの保証はありません。



フィニッシュ後の番号カード配布について

• フィニッシュ後、フィニッシュ順に、番号カードを配布
します。この番号カードは、バックアップ計時が必要に
なった場合等に活用します。

• この番号カードは、Eカード読み取り時に、大会役員にお
渡しください。



Ｅカード読み取り後の
通過コントロール確認について

• ラップ表を印刷してお渡しする予定です。
• 通過したコントロールがカウントされているかどうか確
認お願いします。

• 通過コントロールのカウントに不備がある場合は、ラッ
プ表に、カウントされていないコントロールをラップ表
に記入の上、計算センターに提出お願いします。（10分
以内にお願いします。）

• 計センで回収したバックアップラベルで確認し、通過が
確認できれば、成績を修正します。

※ラップ表の印刷ができない場合、係員が通過コントロー
ルを読み上げる等、代替手段で対応します。



参加費の精算が必要な方

• 参加費に過不足のある方について、レンタルEカード、
バックアップラベル配布箇所に、レンタルEカード、バッ
クアップラベルの代わりに連絡票を入れています。連絡
票を受付までお持ちください。返金（または、不足分の
支払い）と引き換えにレンタルEカード、バックアップラ
ベルをお渡しします。

※対象の方にはメール連絡しております。


